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◎学校教育目標
「子どもたちが来たくなる学校」
一人一人の個性を生かしながら，豊かな人間性と実践力のある心身ともに健康な児童の育成と基礎的･基本的な内容の確実な
定着と学力の向上を図る。

学 ◎めざす児童像
○よく考え 自ら学ぶ児童（かしこく）

校 ○豊かな人間性をもった児童（やさしく）
○心身ともに健康で 粘り強い児童（たくましく）

経 ◎学校経営方針
○楽しい学校の創造＝楽しい学校の創造を目指し，「生きる力」を育む適切な教育課程の編成と実施に努める。

営 ○資質･能力の育成＝確かな学力を身に付け他者と協働する力や生涯に渡って自ら学ぶ意欲や態度を育てる学習指導に努める。
○心と体の健康＝体育・スポーツに親しみ，健やかな心身の調和のとれた児童の育成に努める。

の ○信頼される学校＝日々研鑽に努め，信頼と尊敬が得られるよう実践に努める。
○思い遣る心の育成＝豊かな人間性の育成，規範意識や人間関係を築く力の育成に努め，「思い遣る心」を育てる。

重 ◎指導の重点
○学力の向上 主体的･対話的で深い学びの実現を目指した授業改善による資質･能力の育成 基礎・基本の定着 思考力･判断力･表現力の育成

点 主体的に学習に取り組む態度や人間性の涵養 体験的な活動や問題発見･解決的な学習，ICTの活用等による情報活用能力の育成
言語活動の充実 外国語教育の推進 プログラミング教育の推進 「学びのサイクル」による認め合い･学び合い学習の充実
「甲府スタイルによる授業」の確立 個に応じた指導 家庭学習の定着 総合的な学習の時間の充実
地域資源を生かした活動 学生・地域ボランティアの積極的な活用

○豊かな心の育成 思い遣る心の育成 特別な教科道徳の授業改善 文化芸術活動の充実（豊かな感性）福祉･環境教育の充実 キャリア教
育の充実 児童会・委員会・縦割り活動の充実（協力，団結の育成） ＪＲＣ活動の推進（環境美化・あいさつ運動）
読書活動の充実（朝読書・読み聞かせ） きずなタイムの活用

○たくましい体の育成 体力つくり→三間つくりの推進 「一校一実践」体力つくりの実践 「健康かがやき積立」を活用しての家庭との連携
体力の実態把握→新体力テストの実施・実態把握 新体力テストの結果の個人シート配布 健康教育→食教育の充実 交通安全教育の実施
がん教育の推進 いのちの授業 防災訓練・防犯教室の実施

特 ○月曜日に「きずなの日」「ぶどっこの日」を設定し,児童とふれあいを深める活動や児童会活動等に取り組んでいる。
色 ○地域の人々との交流を積極的に行い，福祉の心や思い遣る心の育成に努めている。また，地域の教育力や人材を生かした様々な体験活動（キャ
あ リア教育・町探検・ぶどうづくり）を推進し，学びの関心・意欲づけを図り，自ら学ぶ子どもをめざした学習活動に取り組み，地域への理解と
る 愛着を深めている。
教 ○異学年の子どもたちのふれあい活動（縦割り活動）を積極的に行い，ふれあいの機会をもち，関わりを大切にして思い遣る心の育成に努めてい
育 る。
活 ○小中連携の取組として，共通スローガン「あいさつ・学習・思いやり」を掲げ，児童生徒相互の交流，教職員の合同学習会を行い，中１ギャッ
動 プの解消に努めている。

月 曜 日 ～ 金 曜 日 備 考 校内研究の概要・研究指定

職 員 出 勤 ８：２０
○「きずなの日」

児 童 登 校 ８：１０ 「ぶどっこの日」

朝の会 ８：２５ ～ ８：３５ ・毎週月曜日に設定

（14:15～14:35）
１校時 ８：３５ ～ ９：２０

月末の月曜日のみ「ぶどっこの日」として設定

時 ２校時 ９：２５ ～１０：１０
きずなの日を具現化

業 間 休 み １０：１０ ～ １０：３５ （令和２年度より）

「きずなの日」
程 ３校時 １０：３５ ～ １１：２０ ↓

学級で児童とふれあいを
深めるようにしていく日

４校時 １１：２５ ～ １２：１０
「ぶどっこの日」

表 ↓
給食・昼休み・清掃 １２：１０ ～ １３：３０ 学級・学年だけでなく,児

童会や委員会でも活用で
きる日

５校時 １３：３０ ～ １４：１５

○ 特別日課あり

１４：２０ ～ １５：０５ 主 な 行 事
６校時

※水曜日（ロング昼休み）

帰 り の 会 １５：０５ ～ １５：１５ １３：００～１３：２５

児 童 下 校 5校時日課１４：３０・6校時日課１５：２０

職 員 退 勤 １６：５０

特 外 特
年 区

教 科
別

分 の 国 別
間 国 社 算 理 生 音 図 家 体 外 教

ｸ 科 語 活
授 学 ﾗ 国

年 ｽ 道 活 動
業 数 語 会 数 科 活 楽 工 庭 育 語 徳 動

時 １ ２ 306 136 102 68 68 102 34 34 850

数 ２ ２ 315 175 105 70 70 105 35 35 910

・ ３ ２ 245 70 175 90 60 60 105 35 35 70 35 980

ク ４ ２ 245 90 175 105 60 60 105 35 35 70 35 1015
ラ
ス ５ ２ 175 100 175 105 50 50 60 90 70 35 70 35 1015
の
数 ６ ２ 175 105 175 105 50 50 55 90 70 35 70 35 1015

○研究テーマ
『 主体的に学ぶ児童の育成 』

～ 国語科における Chromebook を
効果的に活用した授業づくりを通して ～

○研究目標
Chromebook を効果的に活用した国
語科の授業を通して，主体的に学ぶ

児童を育成する。

○ 研究内容
◇「Chromebook」の効果的な活用方法に

ついて

・「Chromebook」の使い方について学習
会や研修会を行い，様々な指導方法

や活用方法等を学ぶことで，教師の

活用能力の向上を図る。

・各ﾌﾞﾛｯｸで実践事例や活用方法を持ち

寄り指導案検討を行う。

・研究授業及び一人実践を行い

「Chromebook」を活用したことによる
成果と課題についてまとめる。

○１学期
・入学式 ・始業式
・１年生を迎える会・学級懇談会
・学年及び PTA総会 ・修学旅行
・市内一斉児童引取訓練・授業参観
・春の校外学習(３・４年) ・林間学校
・第１回学校運営協議会
・防犯教室 ・個別懇談

○２学期
・PTA奉仕作業 ・秋季大運動会
・防災訓練（地震・火災） ・秋の校外学習
・防犯訓練（不審者） ・学校保健委員会
・第２回学校運営協議会
・陸上記録測定会（６年）・町別児童会
・わいわいフェスティバル
・個別懇談 ・児童会役員選挙

○３学期
・書きぞめ大会 ・新入児保護者説明会
・第３回学校運営協議会・学校創立年記日
・６年生を送る会 ・卒業証書授与式
・修了式
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